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In order to try for origin determination of pearl using LA-ICP-MS, we analyzed changes through the 

treatments of pearls and differences among “Shima, Mie”, “Komobuchi, Ehime”, “Amakusa, 

Kumamoto”, “Iki, Nagasaki”, “Tsushima, Nagasaki” and “Sasebo, Nagasaki”. 
 

近年、アコヤ養殖真珠は、海外でも養殖

がおこなわれているが、JAPAN ブランドと

しての国産アコヤ養殖真珠の人気は高い。

また、他分野でよく話題となるトレーサビ

リティーの問題からも国産アコヤ養殖真珠

の産地鑑別は商業的な意義があり、養殖地

による微量元素の相違は自然科学的にも興

味深い。 

毎年母貝から取り出され加工される宝石

である。加工は薬品等に浸漬する作業を伴

うため、真珠層中のタンパク質に含まれる

成分が流出、もしくは薬品成分の沈着が想

定される。また、養殖する海域の化学組成

も毎年均一でない可能性があるため、浜揚

げされた年による微量元素濃度差がある可

能性も存在する。 

本研究では真珠の産地鑑別の可能性を探

るため、LA-ICP-MS による真珠の加工によ

る真珠の微量元素の変化、また、浜揚げ産

地による微量元素の差を比較した。 

 加工による微量元素の変化は、産地毎に

行うべきであるが、産地・加工過程が多く、

煩雑になるため、比較的近い同一県内であ

る長崎県対馬・壱岐・佐世保で浜揚げされ

たアコヤ養殖真珠計 20 点をサンプルとし

て用いた。未加工の浜揚げ珠 5 点、浜揚げ

後、メタノールを用い 50℃で一晩前処理を

行った真珠 5 点(前処理珠)、前処理後に 2%

過酸化水素水を用い 1~6 週間漂白した真珠

5 点(漂白珠)、漂白後 0.1%の染色溶液を用

い一晩調色を行った 5 点(調色珠)に分け、

分析を行った。 

また、産地による違いを確認するため、

2021 年三重県志摩、愛媛県蒋渕、熊本県天

草、長崎県壱岐・対馬・佐世保の 6 つの産

地で浜揚げされたアコヤ養殖真珠 10 点ず

つ分析を行った。 

分析に用いたLA-ICP-MS装置はLA装置

として NWR UP-213、ICP-MS 装置として

Agilent 7900rb を用いた。 

 加工の変化を追った結果、それぞれの元

素に多少の変動が見られたが、誤差範囲で

違いを見出すことはできず、加工過程によ

る元素の動きを追うことはできなかった。 

 また 2021 年浜揚げを行った 6 つの産地

の真珠について三重県志摩産の真珠からは

他産地と比較し Mn が多く、長崎県の産地

は Mg が少ないという特徴が見いだされた。

また、線形判別分析のアルゴリズムを用い

て分別したところ、長崎県の 3 つの産地(壱

岐・対馬・佐世保)の区別は難しいが、三重

県、愛媛県、熊本県、長崎県の 4 つの県の

区別が可能であることが判った。 

 LA-ICP-MS を用いた真珠の産地鑑別に

ついては、加工による影響、海洋による影

響が存在する上、生産地も多く、調査しな

ければいけない項目は非常に多い。しかし、

本研究において県別の区別を行うことがで

きた。これは、海域による影響の違いが真

珠に影響を与えていると推測される。 
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